
鹿
児
島
県

鹿
児
島
市

鹿
屋
市

出
水
市

指
宿
市

薩
摩
川
内
市

日
置
市

曽
於
市

霧
島
市

南
さ
つ
ま
市

志
布
志
市

南
九
州
市

姶
良
市

鹿
児
島
郡
十
島
村

薩
摩
郡
さ
つ
ま
町

出
水
郡
長
島
町

肝
属
郡
肝
付
町

熊
毛
郡
中
種
子
町

大
島
郡
瀬
戸
内
町

大
島
郡
与
論
町

漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
し
た

区
域
の
名
称

損
失
補
償
を
行
う
期
間

損
失
補
償
申
請
書
を
提
出
す
べ

き
時
期

静
内
対
空
射
撃
場
水
域

（
北
海
道
日
高
郡
新
ひ
だ
か
町
静
内
浦
和

地
先
）

（
令
和
八
年
防
衛
省
告
示
第
百
二
十
八

号
）

令
和
八
年
六
月
一
日
か
ら
同
年

九
月
二
十
五
日
ま
で

令
和
八
年
九
月
二
十
六
日
か
ら

同
年
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
二
十
号

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験
及
び
免
状
の
交
付
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
九
年
通
商
産
業
省
令
第
十
五
号
）
第
三

十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
の
事
由
及
び
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

１

事
由

令
和
八
年
熊
本
地
震
に
よ
る
災
害

２

経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
期
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
の
試
験
及
び
免
状
の
交
付
に
関
す
る
規
則
第
三
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
試
験
の
一
部
課

目
の
免
除
の
期
間
が
令
和
八
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
終
了
す
る
者
に
つ
い
て
は
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
、
同
条
の
規
定
に
基
づ
く
試
験
の
一
部
課
目
の
免
除
の
期
間
が
令
和
九
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
終
了
す

る
者
に
つ
い
て
は
令
和
十
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
と
す
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
七
号

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
の
操
業
の
制
限

等
に
伴
う
損
失
補
償
を
行
う
期
間
及
び
損
失
補
償
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
九
月
十
八
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

〇
中
部
地
方
整
備
局
告
示
第
六
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計

画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
八
日

中
部
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

一

施
行
者
の
名
称

愛
知
県

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

平
成
十
二
年
建

設
省
告
示
第
千
八
百
四
号
西
三
河
都
市
計
画
都
市
高
速

鉄
道
事
業
名
古
屋
鉄
道
本
線
、
三
河
線
（
豊
田
方
）
及

び
三
河
線
（
碧
南
方
）

三

事
業
施
行
期
間

自
平
成
十
二
年
八
月
二
十
八
日
至

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

な
し

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
三
十
八
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

令
和
八
年
九
月
十
八
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

日

時

令
和
八
年
十
月
三
日
（
予
備
、
同
月
四
日
）
の

〇
七
〇
〇
か
ら
二
一
〇
〇
ま
で

区

域

若
狭
湾
北
方
の
次
の

か
ら

ま
で
の
四
地
点

を
順
次
結
ん
だ
線
並
び
に

及
び

の
二
地
点

を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
海
面
並
び
に
そ

の
上
空
で
海
面
か
ら
高
度
一
五
、
二
四
〇
メ
ー

ト
ル
以
下
ま
で
の
間

北
緯
三
七
度
〇
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

北
緯
三
七
度
二
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
七
度
〇
二
分
一
一
秒

東
経
一
三
五
度
三
九
分
四
九
秒

北
緯
三
六
度
四
〇
分
一
一
秒

東
経
一
三
四
度
五
九
分
五
〇
秒

実
施
艦

自
衛
艦
九
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が
存

在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に
船
舶

等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
実

施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲
揚

す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界
測

地
系
の
数
値
で
あ
る
。

参

議

院

常
任
委
員
長
辞
任

九
月
十
六
日
議
長
に
お
い
て
、
次
の
常
任
委
員
長
の
辞

任
を
許
可
し
た
。

議
院
運
営
委
員
長

青
木

一
彦

内

閣

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
小
野
田
紀
美
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
、
知
的
財
産
戦

略
、
科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
、
人
工
知
能
戦
略
及
び

経
済
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
免
ず
る
（
九
月
十
五
日
）

行
幸
御
日
程

天
皇
陛
下
の
愛
知
県
へ
行
幸
の
御
日
程
は
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

第
一
日

十
月
十
八
日

皇
居
（
正
門
）
御
出
門

東
京
駅
御
発

名
古
屋
駅
御
着

エ
ス
パ
シ
オ

ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル

名
古
屋
市
瑞
穂
公
園
陸
上
競
技
場

お
泊
所

エ
ス
パ
シ
オ

ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル

第
二
日

十
月
十
九
日

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
豊
田

名
古
屋
駅
御
発

東
京
駅
御
着

還
幸官

庁
事
項

近
畿
地
方
整
備
局
公
示

電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

７
年
法
律
第
39号
）
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
電

線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
を
指
定
し
た
の
で
、
同
条

第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
18
日

近
畿
地
方
整
備
局
長
小
林
賢
太
郎

道
路
の
種
類
路
線
名

区
間

一
般
国
道

24号
宇
治
市
槇
島
町
千
足
64番
２
か

ら
同
市
槇
島
町
十
一
100番

１
ま
で
の
上
下
線


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